
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品
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G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

国府 通（ごくふ とおる）

キュマイラ
ウロボロス

ブラム＝ストーカー

高校生

16歳

無知

安定した家庭

解放

平凡

高校生

男

37

良き友人

4
1
2
1

1
0
0
0

0
0
0
0

5
1
2
1

32
4
4
9
18
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1 1 5

噂話 1

白兵
白兵
白兵
白兵

8r+1
9r+1
9r+1
10r+1

9
10
10
11

+5D

0 0

起源種
周囲に存在する善良な人々
ディック・マーヴィン

平凡な日常

好意
尊敬

幸福感

疎外感
猜疑心
無関心

思いでの一品
デモンズシード

2

ワーディング

リザレクト

コンセントレイト

竜鱗

衝撃相殺

完全獣化

破壊の爪

渇きの主

ハンティングスタイル

神獣撃

海の恩恵

猫の瞳

かしずく歯車

鋭敏感覚

獣の直感

★

0

2

2
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1

1

1

1
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★

★

★

★

★

-
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4

1
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オート

気絶時

ﾒｼﾞｬｰ

ﾘｱｸｼｮﾝ

ﾘｱｸｼｮﾝ

ﾏｲﾅｰ

ﾒｼﾞｬｰ

ﾒｼﾞｬｰ

ﾏｲﾅｰ

ﾒｼﾞｬｰ

視界

-

シーン

自身

自動

自動

-

↓100

-

-

-

-

-

-

-

80↓

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

C値-Lv 下限7

装甲Lv*10

HPダメLv*5減少

ダイスLv+2

攻撃力(Lv∔8)

装甲貫通HP*4

攻撃力(Lv∔2)D

水中でも問題なく活動可能

暗闇でも見える

超精密動作可能

身体の感覚器官を動物並みにできる

いわゆる野生のカンが働く

国府 通は普通の高校生だ
特に不自由なく育ち。尊敬できる両親を持ち、親愛なる兄姉がいる。
彼は勤勉で真面目で素直であった。天才的な頭脳があるわけではないが、日々普通より少し勉学に励み、十分に優秀な成績を修めている。特別将来の夢があるわ
けではないが、多くの知識があれば将来の選択肢が増えて色々な可能性を掴むことができる、そう理解できる程度には賢かった。
そして何より、幼いころから頑張れば両親や兄姉が褒めてくれた。褒めてくれるのも嬉しかったし、その時の家族の表情は自然と笑顔であった。至極単純なこと
であるが、それが彼にとっての原動力であった。
それは彼が物心がついてからも変わらなかった。家族は勿論、友人たちの笑顔も見るのが好きであった。そんな彼だから、困っている人がいれば手助けをしてあ
げたいと思う性格へと成長した。無論それは行き過ぎたものではない。物語の中のように自己犠牲に溢れた行動ができるほどではない、自分ができる範囲、例え
ば転んだ人がいれば迷わず手を差し伸べるし、満員電車の中で立っているご老人がいれば席を譲ったり、鍵を無くした友人と一緒に探したり、迷子になったと泣
いている子供と一緒に母親を探してあげる。普通の善性を持った人間であった。

そんな彼は、ある唐突に、オーヴァードの力へと目覚めた。理由が特にあったわけではない。本当に突然力を手に入れてしまったのだ。
謎の現象に困惑し、恐怖していると、幸運なことに直ぐにUGNに保護をされることとなった。その時に彼はこの世界の真実を知った。
その上で選択を迫られた。
この力を隠し続け普通の人間のように生活をし続けるか、この力を使い誰かを助けるために自らの危険を顧みず戦うか。
彼は普通の善性の持ち主だ。
自分の命を持て誰かを救うほどの自己犠牲の精神を持ち合わせてはいない。
英雄志願の心は全く存在していなかった。
だが、彼は、自分にできる範囲なら誰かを助けてあげたいと思う程度には善良であった。この力で誰かを助けることができるのならば、誰かを助けたいと考えた
。

だからこそ、彼は戦う道を選んだ。
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